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まとめ  
松井 ケティ 教授｜地球市民学科 
松井 私がプログラムで担当する「まとめ」よりも応用編をお話しさせていただ
きたいと思います。本当に、今日は勉強になりました。田和先生の『優しくない
日本語』の紹介にもありましたように、確かに私も語彙のところでいろいろと失
敗談があります。例えば、「敏腕弁護士」、「なんで A1（エイワン）ではないの？」
と思ったことあります。それは漢字で書くと「腕の良い弁護士」であることを知
って、「ああ、なるほど」と納得しました。他には、「頭が下がる」という言い方
を、「頭が上がる」と言ってしまったことがあるのです。ということで、やはり、
表現は使い慣れることが大事だと感じました。それと、西村先生が分かりやすく、
お話しくださった「やさしい日本語」の会話の部分は特に、私の心に響きました。
老いた母と認知症の夫と暮らしていると、まさにこういう方法で話す必要がある
と感じました。今回は外国人相手への優しい日本語でしたが、多分子どもに話す
とか、老人に話すことも含まれ、日常的に話す時にも応用できると思いました。
特に「優しい」には、二つ意味があると言っておりましたが、本当にそうだと思
います。Kindという「優しさ」と「簡単」という二つの意味です。それに加えて
「歩み寄る」という意味も含まれていると思います。これはもう、本当にコミュ
ニケーションの基本ではないかなと思いました。そういうような意味で、さっき
SISA と Amigas がかわいい日本語を紹介してくださいました。「どんなことを意
識して日本語を使うの？」の答えとして私の場合は声を上げずに、イライラせず
に根気よく話すということだと思いました。それと、「普段話す日本語とどう違う
の？」という質問に対して、私の答えはゆっくり何回も繰り返すことです。時と
場合には「分かりますか？」っていう表現が入っていたのですが、「分かりますか？」
は何回も言うと違和感があると研究されたと聞いたことがあります。私も友達に
何かというと、「分かる？」とか「分かりますか？」と言われ、「分かるよ！何回
も言わなくても！」って思った時もありました。こういう例がありました、私の
娘が、私の父に携帯電話の使い方を教えたときに、分かるかどうかをクイズ方式
でやったことを思い出しました。あ、なるほどと思いました。電話番号を短縮す
る方法があります。携帯に。例えば「１」を押したら家にかかるとか。「２」を押
せば母の携帯にかかる、という使い方を簡単に父に説明した後、理解したか確認
をクイズ方式でしたのです。：  
娘「はい、グランパ一番はなに？」  
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父「家」 
娘「二番は？」 
父「ママ」 
娘「じゃあ、四番は？」 
父「四番？四番なんか知らないよ」  
娘「当たり！四番なんかない！よくできました！」  
そんな会話をしていたのです。なるほどクイズ方式もいい方法だと思いました。 
そして難しい点、失敗談はやはり老いてくると、頻繁になります。老いてきた
ことを受け入れることが難しいと思います。そして、会話の目的は内容を理解す
るためだけではないという例があります。これもまた、私の父の話ですが、父は
日本人ではありません。ハワイ生まれのフィリピン系アメリカ人です。アメリカ
の海軍船で物資を運ぶ仕事をしていました。3 カ月ごとに家に帰ってきます。日
本語が分からないのですが、隣の方との会話を一度聞いたことがあります。隣の
おじさんが「クリスマス帰ってきましたか？」と聞くと、父は「そうですね、い
い天気ですね」と答えました。すると、おじさんが「そうですか、それはよかっ
たですね」と答えました。これは全然会話になっていないのですが、スモールト
ークという目的を果たしています。リレーションビルディング（関係を作る）の
ためには良い、そういう目的を果たしているのだな、と思いました。ということ
は、分かることにこだわらなくてもいい場合もあるのです。今日のお話しの中で、
父のことを色々思い出しました。  
本当に今回のお話を聞いて、色々考えさせられました。今回のフォーラムは日
本を訪問する外国人の方のためでございました。外国人は皆英語を話し、英語が
わかるとつい思いがちですが、固定観念から脱皮しなくてはいけないと思いまし
た。ほとんどの方々は、英語が母語ではないということを頭に入れていなければ
いけないのです。だとしたら日本語を私たちの分かる範囲で、簡単に説明できる
のか、私たちの課題です。練習材料が必要になります。どんどん外国人と接して
やさしい日本語を実践しましょう。これはオリンピックのためだけではなく、今
ある生活のために、色々な人と会話できるために必要なことだと思いました。本
当に、大変、勉強になりました。ありがとうございました。 
